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みちのく ALERT2014（陸上自衛隊東北方面隊震災対処訓練） 

へのオスプレイの参加に反対する申し入れ 

 

陸上自衛隊東北方面隊は、11月の上旬に「みちのく ALERT2014（震災対処訓練）」を東

北 6県の県・市町村を巻き込んで行おうとしています。すでに準備が進められています。 

この訓練は東日本大震災並みの地震津波の発生を想定したものと言われていますが、看

過できない問題があります。それは、日米共同訓練の名目で、回転翼機（オスプレイ）を

使用した患者輸送・物資輸送訓練を行おうとしていることです。垂直離着陸輸送機オスプ

レイは、開発段階から墜落事故を繰り返し、多数の死者を出している危険な欠陥機です。

また、米海兵隊が任務とする他国への侵攻作戦を強化するために導入された新型輸送機で

す。アメリカと米軍は、すでに沖縄だけでなく日本本土でも東北のグリーンルートなど全

土でオスプレイの低空飛行訓練の計画を示しています。また、防衛省は自衛隊岩手山演習

場をオスプレイの訓練基地にすることを検討していると報道されています。 

「みちのく ALERT2014」で、震災対処訓練の名のもとにオスプレイを参加させることは、

岩手・東北上空でのオスプレイの低空飛行訓練と岩手山演習場を訓練基地にしようとする

地ならしになりかねません。 

岩手県と県内 18 市町村が参加する「みちのく ALERT」へのオスプレイの参加に反対す

るよう以下の通り申し入れます。 

記 

1、 岩手県も参加する「みちのく ALERT」への米軍垂直離着陸輸送機オスプレイの参加に

反対すること。 

2、 震災対処訓練に名を借りた軍事訓練とならないよう県として対応すること。 

3、 米軍・海兵隊、豪軍が参加する必要性があるのかを県として質すこと。 

以上 


